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電子情報技術産業協会規格 
 

ダイオードの定格・特性及び試験方法 

Essential ratings, characteristics and testing methods for diodes 

 

1 適用範囲 

 この規格は，主に電力用変換装置及びその他の電子装置に用いるダイオードについて規定する。 

注記 ダイオードとは，整流を目的として作られた半導体をいい，高速スイッチングダイオード，アバ

ランシェダイオード，ショットキバリアダイオード及びツェナーダイオードを含む。 

 

2 定義 

2.1 構造 

2.1.1 PN 接合 

 半導体の内部で P 形領域と N 形領域との間の遷移部分。 

2.1.2 ショットキバリア 

 金属と半導体との接触によって形成される障壁。 

2.1.3 陽極（端子） 

 外部回路から順電流（2.2.5 参照）が流れ込む端子。 

2.1.4 陰極（端子） 

 外部回路へ順電流（2.2.5 参照）が流れ出る端子。 

2.1.5 整流ダイオード 

 一つの PN 接合又はショットキバリアを伴い，陽極，陰極の端子を備え，負の陽極電圧（2.2.1 参照）に

おいて逆阻止状態（2.2.9 参照）を有し，正の陽極電圧においては導通状態（2.2.4 参照）となり，整流が可

能な半導体素子。 

(1) 高速スイッチング整流ダイオード 

 高速スイッチング整流が可能な整流ダイオード。 

(2) アバランシェ整流ダイオード 

 降伏電圧（2.2.11 参照）とサージせん頭逆電力（2.2.13 参照）が規定された整流ダイオード。 

(3) ショットキバリアダイオード 

 一つのショットキバリアを伴う整流ダイオード。 

2.1.6 ツェナーダイオード 

 一つの PN 接合を伴い，陽極，陰極の端子を備え，負の陽極電圧（2.2.1 参照）において，降伏状態で安

定した降伏電圧（2.2.11 参照）を得ることが可能なダイオード。別名を定電圧ダイオードという。また，

サージ吸収を目的とした TVS（Transient Voltage Suppressor）ダイオードも，これに含まれるものとする。 

 以上，これらのものを含めて以下，ダイオードという。 

2.2 定格及び特性 

2.2.1 陽極電圧 

 陽極－陰極間の電圧。陽極の電位が陰極の電位より高いときを正，陽極の電位が陰極の電位より低いと

きを負という。 




